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２０２２年１０月２０日 

明治安田生命金沢ビル（仮称）新築工事着工のお知らせ 

～サステイナブルな社会づくりと地元の活性化に貢献～ 

明治安田生命保険相互会社（代表執行役社長 永島 英器）は、２０２２年１０月２０日付で

「明治安田生命金沢ビル（仮称）」の新築工事に着手しましたので、お知らせします。 

１．明治安田生命金沢ビルについて 

明治安田生命金沢ビル（以下、旧金沢ビル）は、１９７１年に金沢の当社営業拠点

として竣工しました。 

旧金沢ビルは金沢市の中心市街地を形成している百万石通り（国道１５７号線）に

面し、歴史あるビジネス街の一角を担ってきましたが、竣工後５０年が経過し老朽

化が進んだことから、営業用ビルとして建替えをいたします。 
 

２． 明治安田生命金沢ビル建替計画のコンセプト 

①金沢市まちづくりへの貢献 

本計画地は、金沢市が「市民が主役の持続可能なまちづくり」を基本方針として

２０１９年に策定した「金沢市都市計画マスタープラン」の中で「美しく品格の

あるまち」をめざした旧城下町の重点地区に位置しています。これをふまえ

本計画においては「サステイナブルな社会づくりへの貢献」や「地域社会への貢献」

を実現する建物をめざすことで金沢市の都市計画に資する計画としています。 

また、当社の経営理念である「確かな安心を、いつまでも」の体現をめざし、

免震構造採用や建物周囲への歩行空間確保による安全性向上、自然換気採用等に

よる感染症対策により、誰もが健康で安心して利用できる環境づくりを行ないます。 

こうした取組みにより地域社会のみなさまに信頼され良質で人にやさしいビルを

実現します。 

②サステイナブルな社会づくりへの貢献 

本計画では自然採光、セントラル換気や人検知センサーによる照明・空調制御、

バルコニー設置等により、環境性能評価認証（ZEB Ready※１、CASBEE建築 Sクラス）

および CASBEE ウェルネスオフィス認証取得が可能な建物とし、環境保全・気候

変動に対応するとともに、建物利用者にとっての快適性等の向上をめざします。 

※１ 省エネに努めて建物内消費エネルギーを 50％以上削減した建物 

③地域社会への貢献 

百万石通りに面した外装には木虫籠※２ルーバーを設け、金沢らしい外装計画に

より街の景観に配慮するとともに、１階には地域活性化に寄与する施設の配置を

検討する等、地域社会に貢献してまいります。 

※２ 木虫籠（きむすこ）：金沢の歴史的な町屋（茶屋街）の正面に施されている縦格子 
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以 上 

【明治安田生命金沢ビル（仮称）概要】 

所在地 石川県金沢市南町１６６番 

敷地面積 １,５７７.８１㎡（約４７７.２９坪） 

延床面積 ７,１６７.８８㎡（約２,１６８.２８坪）（駐車場含む） 

階数／建物高さ 地上９階、塔屋１階 ／ 約４１.８ｍ 

構造 鉄筋コンクリート造、基礎免振構造 

主な用途 事務所、駐車場 

設計・施工 大成建設 株式会社 

竣工 ２０２４年７月（予定） 

対応する 

ＳＤＧｓ目標 
   

【外観イメージパース】 

 

（注）本デザインは現時点のイメージです。今後、変更となる可能性があります 

【位置図】 

 

 


